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植物細胞に存在する表層微小管は細胞伸長方向に対して垂直な配向すなわちトランスバ

ースな配向を示しており、植物細胞の肥大方向を制限するセルロース微繊維の配向を制御
するという重要な役割を担っている。表層微小管は M 期に消失するが、M/G1 境界期に
再形成され、徐々にトランスバースな配向を確立する。これまで、主に化学固定されたタバ
コ BY-2 細胞を用いて表層微小管再形成過程について詳細な観察がなされ、その再形成機
構としてアクチン繊維が微小管を誘導するというアクチンガイド仮設が提案されている。
また近年、表層微小管が応力方向に配向することが報告され、微小管の応力応答がトランス
バースな配向確立に関与する可能性も考えられている。そこで本研究では、M/G1境界期に
おける表層微小管の再形成機構の解明を目指し、表層微小管とアクチン繊維の同時ライブ
イメージングと画像解析による細胞骨格構造の定量評価を行った。 
 画像は、細胞質分裂完了後の細胞表層部の微小管構造をスピニングディスク式共焦点レ
ーザー顕微鏡で捉えたものであり、動画像を ImageJ マクロ Temporal-Color Code を用い
て時間変化を疑似カラーで表示している。 


